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	2月29日、国家公務員の給与に関する法律が成立しました。給与引下げのみが先行し、労働基本権の回復を盛り込んだ国家公務員制度改革関連四法案については、いまだに審議されていなく、極めて問題です。
法律の成立により2012、2013年度の国家公務員の給与は、人事院勧告実施分を含め平均7.8％引き下げられ、東日本大震災の復旧・復興のための財源として活用されます。
	
	また、2011年度の人事院勧告は実施見送りという閣議決定が覆され、昨年4月にさかのぼって平均0.23％引き下げられ、本年6月の期末手当において年間調整が行われます。

今後、自治労は、公務労協や連合とともに、政府・与野党に関連四法案の審議入りを働きかけて今国会での成立をめざし、あわせて消防職員への団結権付与を含む地方公務員制度改革関連法案の早期提出を求めていきます。




	この法律の成立後、総務副大臣通知が出され、「地方公務員の給与については、地方公務員法及びこの法律の趣旨を踏まえ、地方公共団体において自主的にかつ適切に対応されるよう期待いたします」とされています。

実は、この法律の附則第12条でも「地方公
務員の給与については、地方公務員法及びこの法律の趣旨を踏まえ、地方公共団体において自主的かつ適切に対応されるものとする」とされています。
この附則第12条の解釈については、28日に江﨑孝自治労協力国会議員が参議院総務委員会の質疑に立ち、国家公務員の給与引下げに伴う地方公務員給与及び自治体財政への政府の姿勢を質し、川端総務大臣から右のとおり回答を引き出しています。
	
	①　総務省から各地方公共団体に対して、国家公務員に係る時限的な給与削減措置と同様の措置を実施するよう要請することや強制することは考えていない。
②　地方財政計画の策定にあたり、臨時特例法に定める給与削減措置と同様の措置が一律に実施されることを前提とした給与関係経費を計上することは考えておらず、義務教育費国庫負担金の取扱いを含めて、必要な地方交付税総額を確保していく。
　
この政府答弁と昨年６月３日の閣議決定を踏まえると、交付税の削減措置を含めた「地方への波及」は想定されないと判断できます。
【道本部情報より】








	◎ 観光カリスマ

講師の若松進一さんは、国土交通省観光庁から、「真似しない、真似できないアイデアで地域力を作り上げる人」として観光カリスマに選ばれています。

若松さんの住む愛媛県双海（ふたみ）町は、かつては過疎、高齢化に悩まされる何もない町で、「松山市の近く」としか説明できないような町でした。若松さんは、住民のまちづくりの意識を高めるための組織作りに力を入れる一方、夕日をコンセプトにしたまちづくりを取り組み、「他の市町村を見習わない。見習ったら規模の大小の勝負になる。オンリーワンなら、自分たちの汗と知恵があればできる。」をモットーに、話題を呼ぶ仕掛けをつくる「まちづくり」でした。
◎ 夕日でまちづくりを
若松さんはもともと家業の漁業を継ぎ、同時に青年団の活動にものめりこんでいましたが、過労で25歳のとき体を壊し、町役場で社会教育に打ち込んでいました。その取り組みはＮＨＫから取材を受け、そのときに来たディレクターが双海町の夕日を見て「こんな夕日は初めて」と感慨深げに語ったのです。なにげなく眺めていた自分の故郷の夕日の美しさの価値を、外部の人に気づかされたのでし
	
	た。若松さんは早速全国の夕日が有名な地域を回りましたが、夕日を自慢する地域はあっても、夕日で町おこしに取り組んだ事例はないことに気づき、夕日を双海町のまちづくりのコンセプトにすることを思いつきました。
　
◎ 年間55万人が訪れる町に
しかし、初めから周囲が好意的だったわけではなく、自分たちにとって身近な風景が高い価値を持つことに気づいていない人たちからは、なかなか理解を得られませんでした。まちおこしに関心のある仲間たちから｢まちでコンサートを開きたい｣という声があり、若松さんは夕日をバックにコンサートを開くというアイデアを思いつきました。
　映画「男はつらいよ」のロケにも使われた無人の下灘駅は、瀬戸内海の夕日が映える絶好の高台にあります。田舎の駅のホームを会場にするという奇抜なアイデア、夕日の沈むドラマチックなシチュエーションが反響を呼び、初めて開いたコンサートには、千人以上の客を集めました。こうした経験が、海岸線を利用した地形をフルに活かし、数々のイベントを作り上げ、年間55万人の集客を誇るまちづくりに成功したのです。
【観光庁のホームページから】


















































































































































共催　あじな倶楽部・オホーツク寒気団


協賛　津別町グリーン・ツーリズム運営協議会
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津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


